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科目名[英文名] 
技術マネージメント基礎論Ａ〔Fundamentals of Management of TechnologyＡ〕…Ｑ１ 

技術マネージメント基礎論Ｂ〔Fundamentals of Management of TechnologyＢ〕…Ｑ２ 

開 講 期 
曜日・時限 

Ｑ１（4/8～6/3） 

Ｑ２ (6/10～8/5） 
木曜日 ６限目(18:30-20:00) 

コーディネーター 
三木 理 

喜成 年泰 

 

 E-mail：mikiosamu@se.kanazawa-u.ac.jp 

E-mail：kinari@se.kanazawa-u.ac.jp 

担当講師陣 

〔 氏 名 〕 

小畑 外嗣 

北村 渚帆 

西野 充美 

朝本 陵太 

菊澤 智彦 

佐竹 祐輔 

棚橋 隆博 

臼田 松男 

重松  政徳 

鈴木  康夫 

中園  徹 

〔 所 属 〕 

精密工学会名誉フェロー，金沢大学非常勤講師 

北國銀行 カード部カードグループ 

北國銀行 ＳＭＥ部ＳＭＥグループ創業サポートチーム チーフ 

北國銀行 市場金融部市場業務グループ 

北國銀行 総合企画部 執行役員 総合企画部長 

北國銀行 コンサルティング部 海外ビジネスグループ 

日本政策金融公庫 国民生活事業本部 北陸創業支援センター所長 

元金沢大学人間・機械工学科教授，元新日本製鐵技術開発本部 

組織開発・人材開発デザイナー， 金沢大学非常勤講師  

株式会社 Bizitsパートナーズ 代表取締役社長 

ヤンマー株式会社中央研究所 シニアスペシャリスト 

キーワード 
企業組織論，財務会計，企業経営，キャリアデザイン，事業改革，テクノロジーマネー

ジメント 

 
◆授業の主題・目標 

財務会計，企業経営，企業組織論，研究開発マネージメントなど技術経営の経営上必要となる基礎知識及

び研究開発，プロジェクト管理上必要となる基礎的事項について講義します。 
また，授業の目標は次のとおりです。 
１．財務会計，企業経営など，経営上必要となる基礎知識の修得。 
２．研究開発，プロジェクト管理など企業マネージメント上必要となる基礎的事項の修得。 

◆授業の概要 
１．企業組織論の概要（小畑：２回）……① 組織論の基礎知識，② 技術系社員心得，③ 企業とは（企業

理念，企業の考え方，年間行事，ＣＳＲ 他），④ 企業の組織と職務内容（本社研究所の概要，生産技

術研究所の概要 他），⑤ 企業の人事（採用，配属，研修，評価 他），⑥ 「日本のモノづくり」を背

負っていく為に，を解説する。 

２．アカウンティングの基礎（北村，西野，朝本：３回）……財務会計（アカウンティング）基礎知識は，

企業経営やプロジェクトマネージメントの基本といえます。本講義では，簿記の仕組みから B/S や P/L
の基礎知識，また決算書に基づいた企業の財務分析のポイントを説明し，財務会計の基礎を一通り身につ

けることを目標とします。 

３．ファイナンスの基礎（菊澤，佐竹，棚橋：３回）……企業経営においては，経営管理やファイナンス

の知識が不可欠です。本講義では，企業経営全般についての考え方，もっともポピュラーな方法である金

融機関借入を中心とした企業の資金調達の方法，金融機関の融資担当者の立場から見た企業分析，融資審

査のポイントを説明し，ファイナンスの基礎を習得することを目標とします。 
４．生産システムの発展事例（臼田：２回）……主要産業における生産システムの歴史的な発展をグロー

バルな視点から学ぶ。具体的には，わが国の自動車産業と電気電子産業を対象とし，今後の方向も検討
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する。 

５．キャリアデザイン（重松：２回）……激変する社会秩序・経営環境の中，組織人としての「キャリア

の未来」を捉え直す。具体的には，①働く背景変化（問題点）とキャリア自律の考え方②組織（制度，

働く能力，人材開発など）マネジメントの変化と方向性。③キャリアの選択（設問によるワークショッ

プ形式⇒キャリア観の形成④キャリアの基本概念（理論）や関連キーワードの解説。 
６．事業改革：その失敗と成功の要諦（鈴木：２回）……前半では，講師が体験した過去の失敗からその

原因を学ぶ。そして，その失敗経験の正しい認識こそが次の成功へと結びつくことを理解して貰う。後

半では，事業改革成功物語と改革成功のためのステップを解説する。そして最後に仕事を進める上での

心構えを示します。 

７．テクノロジーマネージメント（中園：２回）……研究開発にはテクノロジーマネージメントが必要で

ある。テクノロジーマネージメントの概論を示した後，副室式ガスエンジンの技術の概要と研究開発の

実際を示して，実例の解説を行う。研究開発で行う仕事の内容の理解を深める。 

 
 学期 開講日 授 業 内 容 担当講師 

(1) Ｑ１ 4 月 8 日(木) 企業組織論(1) 小畑 外嗣 

(2) Ｑ１ 4 月 15日（木） 

 

企業組織論(2) 小畑 外嗣 

(3) Ｑ１ 4 月 22日(木) アカウンティングの基礎(1)：簿記の基礎① 北村 渚帆 

 

 

(4) Ｑ１ 5 月 6 日(木) アカウンティングの基礎(2)：簿記の基礎② 西野 充美 

  

 

(5) Ｑ１ 5 月 13日(木) アカウンティングの基礎(3)：企業会計の基礎 朝本 陵太 

  

 

(6) Ｑ１ 5 月 20日(木)  ファイナンスの基礎(1)：企業経営の基礎 菊澤 智彦 

 

 

（7） Ｑ１ 5 月 27日(木) ファイナンスの基礎(2)：企業の資金調達の基礎 佐竹 祐輔 

 

 
（8） Ｑ１ 6 月 3 日(木) 

ファイナンスの基礎(3)：金融機関融資における企業

審査のポイント 
棚橋 隆博 

(9) Ｑ２ 6 月 10日(木) 生産システムの発展事例(1)：自動車産業 臼田 松男 

(10) Ｑ２ 6 月 17日(木)   生産システムの発展事例(2)：電気電子産業 臼田 松男 

(11) Ｑ２ 

 

 

6 月 24日(木) キャリアデザイン(1) 重松 政徳 

(12) Ｑ２ 7 月 1 日(木) キャリアデザイン(2) 重松 政徳 

(13) Ｑ２ 7 月 8 日(木) 事業化計画の事例(1) 鈴木 康夫 

(14) Ｑ２ 7 月 15日(木) 事業化計画の事例(2) 鈴木 康夫 

(15) Ｑ２ 7 月 29日(木) テクノロジーマネージメント (1) 中園 徹 

(16) 

 

Ｑ２ 8 月 5 日(木) テクノロジーマネージメント (2) 中園 徹 

 
◆成績評価の方法 ：講師毎にレポートで評価を受けることとなります（Webclass を用い提出）。コーディ 

ネーターは各講師の評価を総合して成績判定を行います。 

◆テキスト・参考書・教材等 ： 講義時に各講師が資料を配布します。 

◆コーディネーターから受講生へのメッセージ：ＭＯＴを学ぶための基礎科目です。技術経営の必須の知

識及び研究開発やプロジェクト管理上必要となる基礎的事項を身に付けるための科目です。講師陣はそれぞ

れの分野のベテランです。 

◆講義方法 ：講師毎にハイフレックス型（対面でオンライン配信を同時に行う授業）またはオンデマンド

型（Webclass で講義資料を一定期間配信）となります。講義前に Webclassを通じて連絡します。 

  


